
第３回 解説・出題の狙い 

 

 解説中の【Ａ】【Ｂ】【Ｃ】【Ｄ】は正答率及び得点率を表しています。【Ａ】は 76％以上、【Ｂ】は 75～51％ 

 【Ｃ】は 50～26％【Ｄ】は 25％以下となります。参考にしてみてください。 

 

１ 地理分野についての問題 

問１ （１）【Ｂ】47都道府県で人口が一番少ないのは、鳥取県です。（ア）は、隠岐島、宍道湖、中海など 

       があることから島根県。（ウ）は南東側に島々が見られることなどから、瀬戸内海に面する山 

       口県。（エ）は、南東・南西側に半島が見られることなどから、高知県。正解は（イ）となり 

ます。 

（２）【Ｂ】人口の上位５都府県の人口を合計して、日本の総人口の約 1億 2500万人で割れば正解は 

導き出せます。 

（３）【Ｂ】東京 23区で一つの都市扱い。正解は神奈川県で、横浜市（約 378万人）と川崎市（約 154 

万人）となります。大阪府堺市は政令指定都市ですが、人口は約 82万人。 

（４）【Ａ】福井県と言えば、鯖江のめがねフレームが有名です。（イ）は高知県、（ウ）は島根県、（エ） 

は鳥取県の説明文となります。 

（５）【Ｂ】「四国三郎」と言えば、吉野川です。 

（６）【Ｄ】Ｕターン、Ｉターン、Ｊターンの区別が出来ていない答案が目立ちました。 

（７）【Ｂ】問題で指定されている 4県のうち、愛知県は 2番目に人口が多い。人口ピラミッドの大き 

さから考慮して、（エ）が正解となります。都市型の人口ピラミッドは、生産年齢人口が特に 

多くなることにも注目してほしい。 

 

問２ （１）【Ｂ】図 1からは、一世帯の人数が減少傾向にあることを読み取ることができます。また、図 2 

       からは、植物油の使用量が増加したり、冷凍食品の使用量が増加したり、ファーストフード的 

       な食事が増加傾向にあったりすることなどが読み取れます。それらを総合的にまとめて記述 

してほしい。問題文にある通り、1980年から 2013年の約 30年間の食生活の変化について問 

うているので、戦後（太平洋戦争後）の食生活の変化を記した答案は、内容に応じて減点対象 

としました。 

（２）【Ａ】Ａに入るのは、暖かい気候に適した作物であり、選択肢の中では、「みかん」のみが該当し 

ます。Ｄに入るのは、1991年以降に輸入が自由化された果実だが、前後関係から判断しても 

「オレンジ」が空欄に入ることは明らかです。 

 

２ 歴史と資料との関係についての問題 

問１ （１）【Ｄ】『漢書』でも正解となります。『後漢書』東夷伝、『魏志』倭人伝と間違えないようにしま 

       しょう。 

（２）【Ｃ】稲荷山古墳出土鉄剣だけでなく、江田船山古墳出土鉄刀にも「ワカタケル大王」の名前 

が書かれています。 

（３）【Ａ】寺子屋。「寺小屋」と間違えないようにしましょう。「寺子」とは寺子屋で学ぶ子どもたち 

のことです。 

 

問２ 【Ｃ】（ア）仏教伝来の時に、仏教に反発したのは物部氏。（イ）国分寺・国分尼寺・東大寺を建てた際 

の天皇は聖武天皇。（ウ）浄土信仰はこの世ではなく、来世での幸せを願いました。 

 

問３ 【Ｃ】（ア）ベルツはドイツの医師です。（ウ）クラークは農業指導のために来日し、札幌農学校を開 

校した人物。（エ）ラクスマンは 1792年に来日し、通商を求めたロシア人。 
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問４ 【Ｂ】縄文時代の社会の特徴に「争いがない・平等」ということがあります。その点から考えると、 

（ア）、（イ）、（エ）にはそれぞれ縄文時代の社会には見られない特徴があります。（ア）は弥生時 

代の吉野ヶ里遺跡ですが、「矢の先端が刺さった人骨」とあり、争いがある時代であることが分か 

ります。（イ）は弥生時代の楯築墳丘墓です。小学校では習いませんが、「鉄剣や大量の宝石」が墓 

から出土していることから、身分差があることが分かります。（エ）は大仙陵古墳です。墓の大き 

さが４８６ｍとあり、身分差があることが分かります。 

 

問５ 【Ｂ】満州事変・日中戦争・太平洋戦争の流れを確認する問題。（ウ）柳条湖事件によって満州事変が 

勃発し、（エ）盧溝橋事件によって日中戦争が起きます。日中戦争に勝つために、日本は（イ）ド 

イツ・イタリアと軍事同盟を結んだのですが、これがアメリカとの対立を深め、（ア）太平洋戦争 

が始まりました。 

 

問６ 【Ｂ】新潟水俣病・イタイイタイ病・四日市ぜんそくと間違えないようにしましょう。 

 

問７ 【Ｃ】「当時の税制度」、つまり律令制度での税制度にある庸・調は、男性のみが負担する税でありまし 

た。この税は各地から都まで自力で運ぶ必要があり、民衆にとって大きな負担となっていました。 

そこでこれらの税負担から逃れるために、女性の多い戸籍が増えていたのでした。実際の解答を見 

ると、女性が多いという点は指摘出来ていますが、それを税制度と関連付けて説明出来ていないも 

のが多くありました。解答する際には、戸籍をごまかした結果、戸籍の上では女性が増えていると 

いう点を書くようにしましょう。 

 

３ 生物多様性と SDGsに関する問題 

問１ 【Ａ】レッドリストに関する数値を読み解く問題。数値の量は多いが、落ち着いて読むことができれ 

ば解くことができます。生物が絶滅しているという話は聞いたことがある受験生も多いと思いま 

すが、イメージではなく具体的な数字で、この種の絶滅という問題を考えてほしいです。 

 

問２ 【Ａ】湿地に関する知識の問題。地理でも問われる問題でもあるので、社会という教科の中で横断的 

に知識を備えているかを問うています。 

 

問３ 【Ａ】現実的に起きている問題と SDGsの関わりを認識できているかについての出題。昨今、SDGs 

という言葉は話題となっていますが、単なる用語としてではなく、現実社会に起きている様々な 

問題を絡めて考えられているかを問うています。環境配慮をしていない都市の拡大、地球温暖化 

にともなう悪影響、プラスチック問題がもたらす生物への影響、といったそれぞれの問題は世間 

の話題になっています。社会の試験ではこうしたニュースをしっかり社会の知識として捉えてい 

るか、という日々の過ごし方が問われています。 

 

問４ 【Ｂ】問題文の趣旨を読み取れるかを確認する問題。リード文と問題文の両方を読み、文章という表 

現の限界について考える。趣旨が理解できれば、資料の読み取り自体は難しくないはずです。 

ボランティアや国際貢献における先進国の姿勢についての問題。SDGs を例に挙げるまでもな 

く、これまで様々な国際貢献が行われてきました。しかし、そうした取り組みが現地の情勢を踏ま 

えた内容であったかについては、疑問が残っています。この問題ではマラウィ現地の状況を踏まえ 

て、私たちがどのような形で発展途上国とともに世界をよくしていくことができるのかについて考 

えてほしいです。本校の生徒は様々な活動を行っているが、内容だけでなく、その姿勢も同時に問 

われるのだということが伝わってほしいと思っています。 

 

 

 




